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論 文 内 容 の 要 旨

 目的

 開心術のための単純低体温麻酔法は，エーテル深麻

酔と自律神経遮断薬併用法が多く用いられてきたが，

重症チアノーゼ心疾患において自律神経遮断薬による

頻脈・低血圧等の副作用が問題となった．そこで自律

神経遮断薬にかわる薬剤として，メチルプレドニゾロ

ンに着目した．一方低体温麻酔中の微小循環動態につ

いてはほとんど知られていない．本研究は，エーテル・

メチルプレドニゾロソ併用単純低体温麻酔法の重症チ

アノーゼ心疾患患者への応用の可能性を探る目的で本

法による低体温時の循環，特に微小循環動態について

実験的研究を行ったものである，

 方法

 実験にはear chalnber（REC）を装着した家兎を用

い，再生した微小血管の循環動態を記録・観察した．

気管内挿二二，エーテル麻酔下に，表面冷却・加温を

行なった．最低目標温度を直腸温20℃としたが，血流

が停止した場合その時点で加温を開始した．対象を，

1）メチルプレドニゾロン非投与群（以下コントロール

群：6羽）と2）メチルプレドニゾロン投与群（以下

MP群：6羽）の2群に分け，両町の差を検討した．

 結果

 1）冷却および加温中の経過：コント・一ル群で2

例に加温時肺水腫が発生した．又，MP群の方が最低温

での脈圧が保たれた．2）微小血管径と血流の有無：コ

ントロール群では6例全例に血流停止がみられた。即

ち1例では細動静脈共に最低温で視野から消失，残り

5例のうち，細動脈は全例，細静脈は4例で血管径が

保持されているにもかかわらず血流停止した．一方，

MP群では6例全例とも最低温で細動静脈径は維持さ

れ，かつ血流の停止も見られなかった．

 考案

 単純低体温麻酔法に際し，安定した低体温に維持さ

せる為には，自律神経系・内分泌系の失調を防ぎ，寒

冷に対する生体の防御反応を最小限にとどめる事が肝

要である，

 メチルプレドニゾロンは速効性かつ強力な糖質コル

チコイドで，電解質代謝への影響が少ない為，大量投

与が可能である．これを低体温麻酔法に使用した結果，

脈圧の保持，肺水腫の予防，微小循環維持に有効であっ

た．

 結語

 1．RECを用い，エーテル単純低体温麻酔下におけ

るメチルプレドニゾロン投与の微小循環維持への意義

を検討した．2．最低温では，メチルプレドニゾロン投

与群の方が脈圧が保たれた．3，RECの微小循環は，メ

チルプレドニゾロン非投与群では，ショック時のもの

に類似していた．メチルプレドニゾロン投与により微

小循環の悪化が予防された．4．メチルプレドニゾロン

は自律神経遮断薬にかわりうるもので，エーテル・メ

チルプレドニゾロン併用低体温麻酔法は，重症チア

ノーゼ心疾患患者の外科的治療に対する新しい麻酔法

として臨床応用しうると考える．

944一



139

論 文 審 査 の 要 旨

 従来，開心術のための低体温麻酔法は，エーテル・自律神経遮断薬併用法であったが，重症チアノー

ゼ心疾患患者では循環動態の維持が困難であった．そこで自律神経遮断薬にかわる薬物として，メチ

ルプレドニゾロンに着目し，エーテル・メチルプレドニゾロン併用低体温麻酔法を開発したが，低体

温中の微小循環動態は知られていなかった．

 本論文は，エーテル低体温麻酔中，メチルプレドニゾロン投与による微小循環動態への効果を，rab－

bit ear chamber法により検索し，本薬剤が微小循環維i持に有効であることを見出し，あわせてエー

テル・メチルプレドニゾロン併用低体温麻酔法が，重症チアノーゼ心疾患患者の外科的治療に対する

麻酔法として有用であることを見出したもので，学術上価値ある論文と認める．
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